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４ 輸送障害に関する事項 
 

４．１ 輸送障害の発生状況 

(1) 輸送障害件数の推移等 

○平成２２年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）18は、

４,９１９件で対前年度７６５件（１８.４％）増でした。 

○車両故障等による輸送障害（部内原因）は、１，３９５件（２８．４％）で対前年度１２６件

（９．９％）増でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、１，８０６件（３６．７％）で対前年度２１３件

（１３．４％）増でした。なかでも、動物によるものが３３５件で同１１１件（４９．６％）増でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）のうち自殺によるものは、６２３件（１２.７％）で

対前年度５９件（８.７％）減でした。自殺と判別され輸送障害として国へ報告された件数は

減少しましたが、２．１ (1)に記述したように、一部に自殺かそうでないか判別できないもの

があり、それが踏切障害事故、人身障害事故等として国へ報告されていると見られます。 

○風水害、雷害や地震などの自然災害による輸送障害（自然災害）は、１,７１８件（３４.９％）

で対前年度４２６件（３３.０％）増でした。なかでも、水害によるものが４６６件で同１６０件

（５２.３％）増、雪害によるものが３２７件で同１１４件（５３.５％）増、震害によるものが１６２件

で同１２５件（３３７.８％）増でした。 

○なお、運転事故に伴う列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっても、運転事故

との重複計上を避けるため、輸送障害として計上していません。平成２２年度に発生した

運転事故８７２件のうち５５６件は、列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があったも

のです。 

 

 

 

 

 

 

  

                                         
18 鉄道事業法第１９条に基づき鉄軌道事業者が国へ届け出ます。 
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図１６：輸送障害件数の推移 

① ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計 
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③ ＪＲ(新幹線) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 民鉄(鉄道) 
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⑤ 民鉄（軌道） 
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(2) 列車走行百万キロ当たりの輸送障害件数の推移 

 

○列車走行百万キロ当たりの輸送障害件数は、輸送障害件数と同様に、平成１８年度から 

減少傾向にありましたが、平成２２年度は３.７件で対前年度０.６件（１９.４％）増でした。 

 

図１７：列車走行百万キロ当たりの輸送障害件数 
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※ グラフ中の「合計」は、ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計である。 
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４．２ 事業者区分別の輸送障害件数 

 

○平成２２年度における事業者区分別の輸送障害件数は、表３のとおりです。 

 

表３：事業者区分別の輸送障害件数（平成２２年度） 

 

鉄道
係員

車両
鉄道
施設

小計
走行百
万ｷﾛ
当たり

合計
走行百
万ｷﾛ
当たり

ＪＲ（在来線） 173 548 264 985 1.6 1,395 1,188 3,568 5.7 620.9

ＪＲ（新幹線） 5 13 9 27 0.2 14 27 68 0.5 138.8

民鉄等 23 179 149 351 0.6 380 486 1,217 2.2 549.5

　大手民鉄 4 24 33 61 0.2 205 72 338 1.1 317.2

　公営地下鉄等 7 8 10 25 0.2 35 8 68 0.6 105.2

　新交通・モノレール 0 3 8 11 0.5 12 17 40 1.9 20.7

　中小民鉄 12 144 98 254 2.4 128 389 771 7.2 106.4

路面電車 5 23 4 32 1.3 17 17 66 2.7 24.0

合計 206 763 426 1,395 1.0 1,806 1,718 4,919 3.7 1,333.2

 　　　　　　　　原　因

事業者区分

列車走行ｷﾛ
(百万キロ)

部外
原因

災害
原因

部内原因

 

 
※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小鉄道」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

 


